

















いての言及がある(同五四頁)。神田氏は、二十一「竹田の鈴響」の中で、田能村竹田の填調 継承者三人の中の一人として亀山夢研を挙げる。氏は、中之島図書館蔵『小竹斎文稿』(甲和問)に見える「書竹田生画幅」(五四頁の「小竹賛」・若干の字句の異同あり)を挙げた後に、「さうすると夢研も確かに填調を試みた である。何と そ 作品の つからないものであらうか」と言う。三木家所蔵田能村竹田筆「草虫図」 画賛に見える夢研作の詩齢(填調)はまさにそ 作品で り、日本填調史上、貴重な資料、だったことになる。
とにかく、「小竹賛」(五四頁)については、ほぼ同文が神田喜一郎氏に












現代語訳も訂正が必要であろうが、大過はない で省略させて ただく。ただ、「濃」は「ぼんやりしている」というの 正確であろう。
なお、五六頁、「君子一笑之図」の翻刻の末尾「老来只漫狂」は直前の「老拙書童揚」に小字で付されている(書き換えた)だけである。翻刻に
おいて、字も下げず字体を小さくもしなかったために、五言が五句のような誤解を与えるレイアウトになっていた。お詫びし、訂正したい。
(湯城記 )
